
〇国立大学法人山梨大学学長の選考に関する細則 
 

制定 令和４年 ３月２５日 
 

（趣旨） 

第１条 この細則は、国立大学法人山梨大学学長の選考及び解任等に関する規則（以下、「学

長の選考及び解任等に関する規則」という。）第５条の規定に基づき、国立大学法人山梨

大学（以下、「本学」という。）における学長の選考方法に関し必要な事項を定めるもの

とする。 

 

（選考基準） 

第２条 山梨大学学長選考・監察会議（以下、「学長選考・監察会議」という。）は、学長

の選考及び解任等に関する規則第４条に基づき、選考基準を定め、学長候補者を選考しな

ければならない。 

２ 学長選考・監察会議は、前項の基準を定め、または変更したときは、これを公表する。 

 

（選考開始の公表） 

第３条 学長選考・監察会議は、学長候補者の選考を開始するに当たり、選考の日程及び次

条に規定する学長候補適任者の推薦に関し必要な事項を公表する。 

 

（学長候補適任者の推薦） 

第４条 学長選考・監察会議は、次の各号に掲げる者に学長候補適任者の推薦を求めるもの

とする。 

(1) 選考開始の公表の日に在職する常勤の職員 

(2) 学長選考・監察会議委員 

２ 前項第１号に掲げる者による推薦は、推薦者の２０名以上が連記で署名した推薦書（別

記様式第１号）、推薦理由書（別記様式第３号）、被推薦者の経歴書（別記様式第４号）

及び被推薦者の所信表明書（別記様式第５号）を学長選考・監察会議に提出することによ

り行う。 

３ 第１項第２号に掲げる者による推薦は、推薦書（別記様式第２号）、推薦理由書、被推

薦者の経歴書及び被推薦者の所信表明書を学長選考・監察会議に提出することにより行う。 

４ 前２項の場合において、一人の推薦者は複数の者を学長候補適任者として推薦すること

はできない。 

 

（学長候補適任者の審査） 

第５条 学長選考・監察会議は、前条の規定より推薦された者について、第２条に規定する

選考基準に基づき、推薦に係る提出書類の審査を行う。 

２ 学長選考・監察会議は、前項の審査の結果、学長候補適任者であると認めた者の氏名、

経歴書及び所信表明書を公表する。 

 

（所信説明会の実施） 

第６条 学長選考・監察会議は、学長選考・監察会議委員が学長選考における学内意見や学

長候補適任者の資質等を把握し、適正な学長候補者の選考に資するため、学長候補適任者

が自らの所信を職員に説明する会（以下「所信説明会」という。）を開催する。 

２ 所信説明会に関し必要な事項は、別に定める。 

 

（学長候補者の選考） 

第７条 学長選考・監察会議は、学長候補適任者に対して面談を実施するとともに、推薦書

類等及び所信説明会の評価を参考に、総合的に判断し、学長候補者を選考する。 

２ 学長選考・監察会議は、前項により学長候補者を決定したときは、理由及び選考過程を

付した選考結果を速やかに公表する。 

 



（再任の場合の選考） 

第８条 学長選考・監察会議は、第３条から前条までの規定にかかわらず、任期４年目の学

長に対して、再任の意思を確認することとする。 

２ 前項により学長に再任の意思がある場合には、学長選考・監察会議は、所信表明書及び

面談に基づく在任期間中の業績評価を行い、再任することが適当と判断した場合は、再任

期間の学長候補者と認める。 

３ 前２項の規定は、学長の選考及び解任等に関する規則第６条第２項による場合において

準用する。 

４ 前各項に規定するもののほか、再任の場合の選考方法に関し必要な事項は、別に定める。 

 

（ホームページの開設） 

第９条 学長選考・監察会議は、学長選考に関するホームページを開設し、本細則に基づく

公表内容を掲載する。 

 

（その他） 

第１０条 この細則に定めるもののほか、学長候補者の選考を行うための必要な事項は、別

に定める。 

 

 

附 則 

１ この細則は、令和４年４月１日から施行する。 

２ 次期山梨大学長候補者の選考に関する取扱要項（平成２０年１月１５日制定），次期山梨

大学長候補者の選考に関する実施細則（平成２０年１月１５日制定）及び国立大学法人山

梨大学学長の再任審査に関する要領（平成２９年６月２３日実施）は廃止する。 
 



 
別記様式第１号 

学長候補適任者推薦書 
学長候補適任者 

 

ふ り が な  

氏   名  

所 属 ・ 職 名 
 

連  絡  先 
 

 

推薦者の氏名等 

推薦代表者の氏名（再掲）等 

NO. 氏  名 連絡先及び電話番号 

 
  

 

NO. 職  名 氏  名（署名） NO. 職  名 氏  名（署名） 

１ 
                     

16 
                     

２ 
  

17 
  

３ 
  

18 
  

４ 
  

19 
  

５ 
  

20 
  

６ 
  

21 
  

７ 
  

22 
  

８ 
  

23 
  

９ 
  

24 
  

10 
  

25 
  

11 
  

26 
  

12 
  

27 
  

13 
  

28 
  

14 
  

29 
  

15 
  

30 
  

  

※推薦者の氏名欄が不足する場合は、「NO.」欄に連番を付し、頁数を記入した上で同
様の様式を作成することができる。 
 

 
 /  頁 



 
別記様式第２号 

 
学長候補適任者推薦書 

 
 
学長候補適任者 

 

ふ り が な  

氏   名  

所属・職名 
 

連  絡  先 
 

 
 

推薦者（学長選考・監察会議委員）の氏名等 

氏  名（署名） 連絡先及び電話番号 

  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
別記様式第３号 

推薦理由書 
 

被推薦者氏名  

 

 

 

推薦代表者氏名  

      



別記様式第４号 

経   歴   書 (1) 

ふりがな  生年月日（就任時現在） 
氏  名      年  月  日（  歳） 

最 終 学 歴 
（ 学  位 ） 

 

現 住 所  

現 職（始 期）  

  年 月 ～   年 月 学     歴 （高卒以上） 

      

      

      

      

      

      

  年 月 ～   年 月 職     歴  

      

      

      

      
      
      
      
      
      
      
      
その他特記事項 

記入については、本様式（Ａ４版）による。氏名欄は自署によること。 



別記様式第４号 

経   歴   書 (2) 

氏  名   

   年 月 賞     罰 

   

   

   

   

   

   

管理・運営経験と内容（項目ごとに箇条書き・１０項目以内） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

記入については、本様式（Ａ４版）による。氏名欄は自署によること。 
 
 



別記様式第４号 

経   歴   書 (3) 

氏  名   

研究上の業績（代表的な著書・論文１０編以内・年代の新しい順） 
 【著書・論文は、「名称，著者名，共著／単著，発表年月日，発行所等の名称」の順に記載】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主な業績数合計（上記を除く）： 論文  件、著書  件、総説・解説等  件 
その他の業績（社会貢献に係る業績、職務上の業績等（特許等を含む）・１０項目以内・年代の新しい順） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主な業績数合計（上記を除く）： 特許  件 
記入については、本様式（Ａ４版）による。氏名欄は自署によること。 



 
         別記様式第５号 

所 信 表 明 書 
 

氏  名  

 

所 信 表 明 
（本学に対する現状認識・学長任期中の構想・構想実現のための具体的方策について、 

各項目 1,000 字以内で具体的に記してください） 
１．現状認識  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．学長任期中の構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．構想実現のための具体的方策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記入については、本様式（Ａ４版）による。氏名欄は自署によること。 
使用するフォントは明朝体 10.5 ポイントとすること。 

1/○ 


